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昨日、私は朝から密かに楽しみにしていたことがありました。それは、

校長室前の籠に NLPⅢの問題集が提出されるかどうか？ということでした。
朝の時点では、まだ提出はありませんでした。ないのかな？と思っていた
ら提出されました。嬉しかったですね。いつものように答えを確認してい
きました。間違いには付箋を貼りました。間違いに気づかず〇をしてしま
うこともあります。間違っていても何てことはありません。間違いは直し
をすればいい、訂正すればいいのです。返却ボックスに返しました。きち
んと訂正をして再度提出をしてくれました。見事、合格となりました。何
よりこの３連休、自分がしないといけないことも沢山あったと思います。
そこを乗り越え、頑張ってくれたことに感心しました。問題を確認しなが
ら、この子は、一体、どれくらい時間をかけたのだろうか。すぐにできて
しまったのかな、黙々と問いたのかな、分からないところはあったのかな、
等、色々なことを思わず考えてしまいました。問題集は、きちんと赤で訂
正していました。確認表もきちんと問題集に挟み提出してくれました。方
法・手順をしっかりと守ることができていました。素晴らしいです。再提
出の結果、めでたく合格、新しく次の算数の問題集を手にしました。昨日
新しく問題集を持って帰った児童は、昨日も問題集を広げ、少しでも解い
てくれたかな。NLP３rd、自分で時間を見つけ、取り組み、自分でゴール
を目指す。子供達には是非、頑張って欲しいと願っています。 
さて、今日の朝会で次のような話をしました。3学期の始業式の時に話し

たことを覚えていますか。それは、この中番小学校は、「『チーム』にな
れ！」ということでした。つまり、この中番小学校は、ただの人の「集ま

り」ではないということです。人の「集まり」とは、ただそこに一緒にい
るだけ、バスや電車の乗客、テーマパークでのお客さんの集まりと一緒で
す。では、何をもって「チーム」というのでしょうか。「チーム」とは、あ
る目標に向かい、一緒に進む仲間のことです。中番小学校の目標は、簡単
な言葉でいうと「賢く、かっこよくなれ！」ということです。中番小学校
は「チーム」として、その目標に向かい、「誰一人、取り残さない」の気持
ちで、互いに励まし合い、支え合い、認め合い、どんなに小さなことでも、
些細なことも、他者のことも、自分のことのように喜び合い、同じゴール
を目指すものです。そして、今、目指すべき具体的なゴールは、二つあり
ます。その一つは、「おの検定、一発合格」です。その二つは、「NLP３rd、
全員達成」です。中番小学校は「チーム」です。この目標達成に向かって、
どうするかを、一度、しっかりと考えて欲しいと思っています。この目標
に向かい、中番小学校が、担任の先生が、学級の友達が、なかよし班の仲
間が、つまり、誰かが「自分に何をしてくれるかではない。」ということで
す。あなた一人一人が、この中番小学校に、担任の先生に、学級の友達に、
なかよし班の仲間に、つまり、誰かに、「自分に何ができるか。」を考える
ということです。想像してみてください。おの検定、全員、一発合格。嬉
しくない？NLP３rd、全員、達成。ワクワクしませんか？それは、中番小
学校として、一つの「チーム」としての「勲章となる。」「自信となる。」
「誇りとなる。」そう思いませんか。何故か、それは、決して、一人ではで
きないこと、決して一人では味わえないことだからです。校長先生はそう
思います。みなさんは、どう考えますか。さあ、３学期は、あっという間
に過ぎてしまいます。自分を奮い立たせるには、「知」「仁」「勇」です。知
的好奇心を働かせ、向上する強い「知」。仲間に優しく誠実に接する気持ち
「仁」。正しいと思ったら迷わずにすぐに行動する力「勇」です。この３つ
のことを自分のど真ん中に据え、とことんやってみましょう。やれるだけ
のことを精一杯やってみましょう。きっと、道は拓かれる、そう思います。 

おの検定「一発合格」＆NLP３rd。目指せ！全員達成!! 
－Change（変革）,Challenge（挑戦）,Continue（継続）－ 


